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令和４年度火打山におけるイネ科植物除去事業実施結果と次年度計画（案） 

 

１．令和４年度の事業結果 

 （１）イネ科刈り取り事業実施結果 

令和４年８月 24～26 日、9 月 5～6 日に実施。新事業区を３カ所設定して刈り取りを行なった。 
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（２）事業区のモニタリング結果 

 １）植生のモニタリングについて 

 

令和２年度から調査を継続している２カ所の調査区については、イネ科除去区画内に数カ所、区画外にそれぞれ１カ所の対照区をもうけて植
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生のモニタリングを実施。枠外縁にセンサーカメラを 1 カ所につき 2 個（内向、外向）設置し、ライチョウの飛来状況確認 
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赤枠：被度や群度が増えている植物種 青枠：被度や群度が減少している植物種 緑枠：調査中に新たに確認されるようになった植物種 

 

赤枠：被度や群度が増えている植物種 青枠：被度や群度が減少している植物種 緑枠：調査中に新たに確認されるようになった植物種 

 

 頂上・ライチョウ平両事業区ともイネ科（特にヒゲノガリヤス）が減少する一方で、出現種数が増加している。また、草本植物を中心に

被度や群度が上昇している種が多くあった。特にライチョウ平ではイワイチョウやハクサンコザクラの被度や群度が上昇していた。これら
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のことからイネ科除去により事業区内植物の多様性は増加したと考えられる。一方で、ライチョウの主要な餌であるツガザクラ類やシラタ

マノキは木本であるため変化が見えづらい結果となっているが、後のセンサーカメラ調査の結果からも、イネ科除去によりライチョウが利

用しやすい環境が戻ってきていることが示唆されている。 

 

 

各事業区内に設置した調査区の年変化 

頂上事業区                          ライチョウ平事業区          
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２）ライチョウの生息個体数及びセンサーカメラでの撮影結果 

 

火打山におけるライチョウのなわばり数の変化     火打山におけるライチョウのなわばり分布（2022 年） 

 

火打山のライチョウは 1967 年に初めて生息状況調査が行なわれた。2007 年から継続的に調査が実施されており、ここ 10 数年では 2009 年

をピークに個体数は減少している。2016 年以降は 5～6 なわばりが維持されている状況が続いている。ライチョウ平周辺にもなわばりが形

成されているが、かつて見られたような秋群れが近年のライチョウ平では確認できていない。 
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イネ科除去を実施している事業区に設置したセンサーカメラ調査で撮影された動物について（撮影枚数/個体数） 

山頂事業区                    ライチョウ平事業区 

 

頂上調査区に設置したセンサーカメラで撮影されたライチョウの個体数は増加傾向にあった。特にこれらの個体についてはすべて９月以

降に撮影されたものであり、秋に個体が集まる場所として事業区周辺が活用されていた可能性がある。一方でライチョウ平では昨年は撮影

個体数が増加していたものの、今年はセンサーカメラには撮影されなかった。ライチョウ平ではキツネの撮影頻度が非常に多くなってお

り、このことがライチョウの撮影頻度低下と関連している可能性もある。 

 

３年間の事業によって、事業区内の種多様性は増加していることが確認された。また、頂上事業区ではライチョウの撮影個体数は増加し

ており、利用頻度が上がっていることが示唆された。また、現在のところ土壌の流出や区画内の矮性常緑低木の枯死は今のところ見られて

いない。 
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２．次年度計画 

 （１）イネ科の除去 

   次年度については、令和２年度に設定した事業区２カ所、令和４年度に新たに設置した事業区３箇所の５つの事業区についてイネ

科の除去を継続する。令和２年に設置した頂上事業区については３年間の継続した事業で採取量が減少してきている。しかし、第二

期計画実施期間においては継続的な刈り取りを実施した結果をモニタリングする必要があると判断したことから、次年度についても

イネ科の除去を実施する。今年度は中村浩志国際鳥類研究所の協力を得て２回目の調査を実施することですべての事業区の刈り取り

を終えることができたが、次年度については（株）ヤマップ等と連携した体験型ツアーなどを開催して２回の調査の実施を検討す

る。また、現地作業の進捗によっては下記の枠を新たに追加実施する。 

   事業区内外の一部で踏圧の影響が見られている。事業開始当初は踏圧防止のために脱着式のフェルト靴底も使用していたが、イネ

科で滑り転落の可能性もあったことから使用を中止した。次年度以降は靴底の堅い登山靴で登山道外に出ることは極力避け、ゴム長

靴や足袋などを使用することとする。 
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（２）ハンノキの除去 

令和４年度に頂上周辺で新たに設置した事業区に生えているハンノキ 10 本程度を除去する。 

 

頂上方面の既存事業区と新規事業区（概ね 20m×20m）      令和４年度に設定した頂上事業区のハンノキの様子 

 （３）捕食者対策 

  ライチョウ平周辺でキツネの撮影頻度が非常に高い状態が２年継続している。そのため、次年度から火打山における捕食者対策につ

いても検討を開始する。 


